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ポリテクセンター函館・高盛公園（①②）
白岩が通う職業訓練校は、市内の「ポリテクセンター函館」（写真上）で、グラ
ウンドのシーンは「高盛公園」（写真下）で撮影されました。「ポリテクセンター
函館」は、地域の雇用の促進や安定を目指して、劇中の設定と同じく、再就職に
必要な求職者の職業訓練や企業の人
材育成を実施しています。　　

ポリテクセンター函館

高盛公園

笑てん
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ライブ・イン絹（③④）
聡が働いているキャバクラは、本町に
ある「ライブ・イン絹」③をお借りし
て撮影されました。外のシーンは中央
病院前電停近くの小路④です。エキス
トラには現役ホステスさんにご協力い
ただきました。
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３ライブ・イン絹

４観光遊覧船「ブルームーン」・
　　　　　　　海のダイニング shirokuma（⑥⑦）
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海岸線の風景（⑧⑨⑩⑪）

白岩が職業訓練校からの行き帰りになどで自転車に乗っているシーン
は、函館の海岸線沿いの道で多く撮影されました。どの場所からも函
館らしい景色を見ることができます。
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幸坂・函館公園（⑫⑬）

聡は、函館公園内にある「こどもの
くに」(写真左下）で働いている設定
です。白岩は自転車に乗り何度か函
館公園を訪れます。幸坂（写真左）
を登ると公園があるという設定で
す。函館公園は地元の方の憩いの場
として、特に夏場は多くの方がい
らっしゃいます。天気が良いと展望
台（写真下）からは津軽海峡の向こ
うの青森県の下北半島が望めます。
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ロケ地マップ

13

松竹園（⑤）

訓練校の仲間の原が白岩に彼女
を紹介しようと、彼を飲みに
誘って、シマの友人と引き合わ
せているシーンが撮影されまし
た。ロケ地となった「松竹園」
はスタッフオススメの焼肉屋さ
んです。
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映画『オーバー・フェンス』の函館ロケ地マップに寄せて　　
映画『オーバー・フェンス』は、『海炭市叙景』（2010 年 熊切和嘉監督）、『そこ
のみにて光輝く』（2014 年 呉美保監督）と同じく、原作者・佐藤泰志の故郷函館
で、市民の手によって企画され、市民の方々の多大な協力のもとに 2015 年の 6
月から７月にかけて函館で撮影されました。このマップで紹介されている他にも、
ウィズン弁天大黒通店、ジャンボイエロー亀田店やセレクトショップ ACTRESS、
金来軒、笑てんなど多くの店舗や、市電、個人の自宅・アパートをお借りして撮
影されました。同じ作家の映画化作品を３本も作ることができたのは、今の日本
映画界にあって奇跡のようなことかもしれません。私たちは佐藤泰志という作家

「オーバー・フェンス」製作委員会　企画　菅原和博（函館シネマアイリス代表）

幸坂

海のダイニング
　　 shirokuma

観光遊覧船
「ブルームーン」

の磁力に引き寄せられるように函館の地で出会い、映画を作りました。東京から
参加したスタッフ・キャストと、函館に生きる市民との共同作業によって生まれ
た作品だと思います。本作では、また新たな函館の街の魅力と佐藤文学の新生面
が描かれています。ぜひこのロケ地マップを携え、『オーバー・フェンス』の世
界＝「映画の街　函館」を訪れてみてください。

【函館市文学館】
原作者 佐藤泰志氏の直筆の原稿
などが保存されております。原
作者について詳しくお知りにな
りたい方は是非お立ち寄りくだ
さい。
所在地：函館市末広町 22 番 5号
電　話：0138-22-9014
開館時間：9：00 ～ 19：00

ジャンボイエロー亀田店

セレクトショップ  ACTRESS

金来軒

松竹園

ウィズン弁天大黒通店

白岩と元妻洋子との再会シー
ンは、金森赤レンガ倉庫前の
観光遊覧船「ブルームーン」
⑥の船上と桟橋（写真右）で
撮影されました。また近くの
「海のダイニングshirokuma」
⑦でも撮影がされています。
多くの観光客で賑わう函館の
観光スポットです。


